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事務局/相生市旭３－１－２３　相生商工会議所内
会報 委員長 井 出 進

　　Tel(0791)２３－０１４４  Fax(0791)２２－２２９０

写　真

２０２３～２０２４年度国際ロータリーのテーマ

世界に希望を生み出そう

国際ロータリー会長  　 ゴードン R. マッキナリー

例会日/毎週水曜日　１２：３０～１３：３０会 長 江 見 重 人
例会場/相生商工会議所　℡(0791)２２－１２３４

幹 事 平 田 雅 義

相生ペーロン祭 前夜祭花火大会 (ペーロン祭協賛会提供)

 
2023(R5)年 11 月 1 日 

会報委員 岡田 佳也 

◆点  鐘（江見会長） 

◆ソ ン グ    “君が代”“四つのテスト” 

“歓迎の歌” 

◆ゲストスピーカー 

 地区ロータリー財団委員会 

ロータリーカード推進小委員会 

委員 春木 英行様（加古川中央 RC) 

◆出席報告（大川例会運営委員長） 

会 員 数 出 席 数 
事    前 
メイクアップ 

出席免除 

２７ ２４ ０ ２ 

本日出席率 
事    後
メイクアップ 

10/18 欠席数 10/18 出席率 

９６％ ０ ０ １００％ 

◆会長の時間（江見会長） 

 先週のこの席で高野山に心身を清めてくると話

をしましたが、予定通り行ってきました。週末は

出張、ゴルフとクタクタでしたが、日曜 6時30分

発の新幹線に乗車し、4 回乗り換えのすえケーブ

ルカーで高野山駅に到着し、奥の院入口までバス

にて。ここまで家を出て約 3時間半。途中の橋本

駅から極楽橋駅の単線区間は曲がりくねりながら、

登っていく秘境であり興奮します。とある人より

江見家は日蓮宗なのに何故真言宗？先を辿れば 

お釈迦様であると。目的は宿坊に泊まり精進料理 

を試し、勧業を体験したかったことです。バス停

より奥の院へ急ぎます。道中には織田信長、豊臣

秀吉、明智光秀らの名高い戦国武将のお墓に手を

合わせながら黙々と進みます。10時半より弘法大師

へ食事を運ぶ生身供という儀式があったからです。

承和元年（834）に空海が現在の地に廟所を定めて、

1200年いまだに続いているものです。これはテレビ

で見た通りのものでした。付近を散策していると

行列があり、小さな御堂がありその能書きを読む

と「弥勒石」(みろく)という石が中に入っており

「片手で持ち上げて重いと感じた人は心が悪に染ま

っている。軽いと感じた人は心が清浄である」と。

トライしましたが全然持ち上がりません。やっぱ

り心が悪に満ちていると自責の念に駆られた次第

です。次に世界遺産の総本山の金剛峯寺、金剛三

昧院へ。 

一つ一つ話をしたら会長の時間では終わらないの

で省略します。ただ、お寺の境内には樹齢何百年

というヒノキが数多くあり、謂れの説明書きもあ

りました。本年度の IMで巨木、古木がテーマにな

っているのでここであれば社会奉仕委員長は悩ま

なくてもよいと。この時点で結構疲れも出ていた

ので宿坊へと向かいました。 

この後の話は次回の会長の時間でお話します。 

プログラム１１月８日(水) 

「 他力本願の誤解と理解 」 

   称念寺 住職 瀬川 慎 様 

(水本会員) 

 

 

 

 

次週プログラム１１月１５日(水) 

「 令和 5年度 相生市の概要 」 

 相生市長 谷口 芳紀 様 

(宗行会員) 

相生ロータリークラブ週報

２０２３～２０２４ 

例　 会　 記　 録



- 2 - 

 

〇第 5回理事会報告 

1.協議事項 

1)2023-24 年度 会長ノミニー（次々年度会長）

選出の件  

選考委員会を立ち上げて下さい。 

   委員長 大西恒佑  

委員   江見重人、岡田佳也、冨田裕子 

  12月総会での発表となります。 

2.その他 

1) ZOOM契約は 11月末で契約終了する。 

 

◆幹事報告（平田幹事）  

〇回覧…姫路 RC、龍野 RC週報 

RI日本事務局 財団室 NEWS 

 

◆委員会報告 

〇ロータリー財団委員会（大西恒委員長） 

本日の卓話は、地区ロータリー財団委員会 ロー

タリーカード推進小委員会 委員 春木英行様

をお迎えして「世界でよいことをする為のポリ

オプラス・ロータリーカード・資金推進の合同

財団寄付促進プロジェクト」の演題でご講話い

ただきます。 

ロータリー財団へ神谷会員、大西恒会員よりご

寄付をいただきました。 

〇ＳＡＡ（半田ＳＡＡ） 

 飢餓救済・ポリオ根絶 BOXに 9,203円のご協力

をいただき有難うございます。来月もよろしく

願いいたします。 

 

◆ＳＡＡ（半田ＳＡＡ） 

ニコニコ箱 

 加古川中央 RC 春木会員…本日の卓話よろしく

お願い致します。世界でよいことをしよう！

という事で、ポリオプラスソサエティの 

申し込みも併せてお願い致します。 

江見会員…ロータリー財団委員会 委員 春木 

英行様をお迎えして。田口晴喜会員 旭日

小綬章おめでとうございます。 

平田会員…地区ロータリー財団委員会 ロータ

リーカード推進小委員会 春木英行様をお

迎えして。本日はどうぞよろしくお願いし

ます。 

田口晴会員…11 月 3 日に新聞発表があると思い

ますが、秋の叙勲で旭日小綬章の栄を拝し

ました。これもひとえに関係者のお陰です。

感謝。 

田口務会員…長男がやっと結婚しました。あと 2～3

年で交代したいです。結婚記念日の自祝。 

神谷会員…ロータリーカード推進小委員会 春木

英行様をお迎えして。阪神やばい。今日は

勝つでしょう。結婚記念日の自祝。 

冨田会員…地区ロータリー財団委員会より春木英

行様をお迎えして。結婚記念日の自祝。 

鳴瀬会員…地区ロータリー財団委員会 春木委員

をお迎えして。併せて、結婚記念日の自祝。 

  併せて、11月に入ってもワクワク、ドキドキ

の野球が楽しめ今年は至福の極みです。 

栗尾会員…地区ロータリー財団委員会 春木英行

様をお迎えして。 

大西恒会員…地区ロータリー財団委員会委員 春木

英行様をお迎えして。卓話よろしくお願いし

ます。 

大川会員…地区ロータリー財団委員会 ロータ

リーカード推進小委員会 春木英行様をお

迎えして。 

岡田会員…地区ロータリー財団委員会 春木英行

様をお迎えして。本日は宜しくお願いいたしま

す。 

半田会員…地区ロータリー財団委員会 春木英行

様をお迎えして。 

 

◆プログラム（大川例会運営委員長） 

「世界でよいことをしよう」 

地区ロータリー財団委員会 

   ロータリーカード推進小委員会 

委員 春木 英行 様 

（加古川中央 RC） 

担当 ロータリー財団委員会 

11 月はロータリー財団月間ですので、世界でよい 

ことをする為のポリオプラス・ロータリーカード・

資金推進合同財団寄付促進プロジェクトと題しま

して、財団のこと、また寄付についてのこと、    

そしてポリオについてのお話しをさせていただき

ます。 

毎年度、地区では各寄付金に対する目標額が設定

されています。 
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本年度は、一人当たり年次基金への寄付金は 160

ドル、ポリオプラス基金は一人当たり 40ドルとい

う数字です。 

しかし、これまでは目標額に対して、ほとんどが

未達成となっており、財団の寄付額は非常に厳し

い状況が続いています。 

地区としては、財団への寄付額の低下と、それに

伴う 7つの重点分野の将来を危惧する状況が続い

ています。 

現在、そういった状況を打開し、何とか士気を  

高めることができないかと考えており、それが、

最優先課題だと捉えています。 

「ロータリー財団が管理する寄付金について」 

・寄付年度ごとに管理され、3 年後に財団プログ

ラムの原資となる年次基金 

・寄付の元金には手を付けずに、投資によって得

られた運用益のみが財団プログラムの原資とな

る恒久基金 

・ポリオ撲滅活動を支援するためのポリオプラス

基金 

・予め指定されたプログラムのみに使われる使途

指定基金があります。 

「寄付がその後どのように活用されているか」 

年次基金は寄付の 3年後の年度に、財団プログラム

の原資として戻ってきます。 

本年度に使える資金は、2020-21 年度の高瀬ガバ

ナーの年度の寄付金であるということです。 

本年度に使える資金の内訳については、資金全体

から 5％の財団管理運営費を控除し、残りの 50％、

すなわち寄付額の 47.5％を地区財団活動資金（DDF）、 

残りの 47.5％を国際財団活動資金（WF）として 

分配されるシステムになっています。 

また、地区へ分配された資金は 50％を上限に地区

補助金として分配され、その他はグローバル補助

金や災害支援金等として寄贈する資金として分配

されます。 

前年度に使いきれなかった DDFの繰越金は、グロ

ーバル補助金や災害支援金等に加算されます。 

これらは、いわゆるシェアシステムと呼ばれる分

配方式です。 

「寄付資金を管理するロータリー財団について」 

資金の活用方法やプログラムの内容、組織のガバ

ナンスや透明性などが高く評価されています。 

特に 5％の運営管理費でプログラムを実現されて

いることが高評価の一因となっており、慈善団体

の評価を行う、アメリカのチャリティーナビゲーター

による格付けでは、15年連続で 4つ星の最高評価

を獲得しています。 

今年度、ロータリー財団管理委員会はこれまでの

最高額となる 5億ドル（約 700億円）という野心的な

寄付目標額を設定しました。 

目標の 5億ドルの内訳はこのようになります。 

年次基金    1億 5,000万ドル 

恒久基金    1億 4,000万ドル 

使途指定基金    6,000万ドル 

ポリオプラス基金  5,000万ドル 

そして、ロータリーがポリオ基金 5,000 万ドルを

達成した場合に上乗せされる、ビルゲイツ財団から

の 1億ドルとなります。 

5 億ドルの寄付を実現するためには、全てのロー

タリアンとローターアクターのご協力が必要です。 

しかし、現状はロータリー会員の 60％以上がロー

タリー財団にまったく寄付していないという報告

がされています。 

これは、ロータリー会員 120万人のうち約 70万人

の会員が寄付していないことを意味します。 

この 70万人が、年に 100ドルを寄付するだけで、

どれほど大きな金額になるのか計算してみてくだ

さい。 

70万かける 100ドルで、総額 7,000万ドル、日本円

にして約 100億円になります。 

現状、財団への寄付は大口寄付に頼っている部分

があると言われています。 

大口寄付は、大変素晴らしいことですが、それより

も、少しでも寄付をしようと思いをもったロータリ

アンの裾野を広げることが最も重要だと思います。 

「地区の寄付状況について」 

昨年度、1 名あたり寄付目標額の 160 ドルを達成

したクラブは表のとおりです。 

一番寄付額の多かったクラブは、三田 RCの 1名あ

たり 1,173 ドルとなっています。次いで、神戸  

西神 RC、姫路 RCと続き、全部で 16クラブとなっ

ています。 

貴クラブにおきましても、大変ご尽力を頂いてい

ると聞き及んでいます。様々なご事情もあると 

思いますが、目標達成に向けて、更なるご協力の

程、よろしくお願いしたいと考えております。 
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「ポリオについて」 

ポリオには 5つの特徴があります。 

1.予防接種でウイルス感染を防ぐことができる。 

2.感染期間は非持続的。 

3.感染経路は感染者とその排泄物のみ。 

4.自然界で生存し続けるには限界がある。 

5.人が唯一の宿主、 ということです。 

ポリオは5つの特徴によりワクチンで予防が可能です。 

そして、ワクチン接種でしか防ぐことはできません。 

ポリオの感染源は宿主である人間です。 

排泄された糞便にウイルスが含まれ、そのウイルス

がまた、他の人間の体内に侵入し、感染するという

ことになります。 

もう何度も言われ続けていることですが、この世から

ポリオを撲滅するためには、子どもたちにワクチン

を接種するしかないと言うことです。 

「ポリオプラス」 

ポリオプラスは、ポリオに加えて、はしか、結核、

ジフテリア、百日咳、破傷風を共に根絶していこ

うという活動となっています。 

また、多額の資金が投入され、25億人以上の子供

に予防接種を行うなどの大きな成果もあげてい

ます。 

「現在のポリオの現状」                           

2021 年まで野生型ポリオウイルスによる感染が

続いているのはアフガニスタン、パキスタンの 2ヵ国

でしたが、残念ながら 2022年にはアフリカ南部の

マラウイに続き、モザンビークでも約 30年ぶりに

感染者の報告があり、一時、30症例にまで増えて

いました。 

幸い、2023年 8月現在、世界で 7症例まで減少し

ている状況となっています。 

もし、世界からポリオが根絶された時、その根絶

によってもたらされる恩恵は 

1.ポリオによって一生涯苦しむ子供がいなくな

ります。これは、我々ロータリアンの一番の願

いであります。 

2.低所得国で 40 億ドルから 50 億ドルの経費を 

削減することができます。 

3.ポリオプラスで構築したインフラを他の疾病

対策にまわすことができます。 

「ポリオプラス基金」 

年間一人あたり 40 ドルという目標額が設定され

ています。 

昨年度の目標額を達成したクラブは神崎 RC以下、

全部で 22 のクラブが目標を達成していただいて

います。 

貴クラブにおかれましても目標を達成していただき、

ありがとうございました。  

引き続き、本年度もご協力を賜れば幸いでございます。 

ポリオ根絶まで「あと少し」となってまいりました。 

しかしながら、根絶を迎えるまでは、情勢不安や

地理的な問題など様々な障壁があり、今後も毎年

多額の資金が必要です。 

さらに、気候変動等による災害なども含めると、

まだまだ予断を許さない状況でもあります。 

つきましては、多くの会員様に｢ポリオプラス・ 

ソサエティ」にご参加頂きますよう、なにとぞ  

よろしくお願いいたします。 

ポリオプラス･ソサエティとは、「ポリオプラス」

に毎年 100ドルの寄付を約束してくださる会員を

認証するプログラムです。すでに多くの国々の 

会員が参加されており、 

申込みに関しては、事務局より地区へお申し込み

をお願いします。 

最後になりましたが、ハマスがイスラエルに攻撃

をし、連日ニュースやインターネット上では  

目を覆いたくなる様な映像が飛び込んできて心が

痛みます。ガザ地区の子ども達には心を寄せるこ

としかできませんが、アフガニスタンの子ども達

には手をさしのべる事ができます。 

是非ともポリオプラスソサエティにご参加頂き、

子ども達に手をさしのべてあげて下さい。 

 

◆点  鐘(江見会長) 

 

 

 

 

 

 


